
静岡新聞で学ぼう
２０２２年 ６月１２日朝刊西部版記事を読んで、問いに答えましょう。

年 組 名前
（小学校高学年～中学校／社会、理科、国語、総合）

作問者：静岡新聞ＮＩＥコーディネーター 矢沢和宏

①見出しの「堆肥」は何と読みますか。ひらがなで書きましょう。

（ ）

②記事の中学生が始めた取り組みでは、何を堆肥に再利用
しますか。

（ ）

③記事中、どのようにして「堆肥」ができるのかを説明している
ところに線を引きましょう。

④この取り組みでできた「堆肥」は何に利用する予定ですか。

（ ）

⑤記事のような取り組みを通して、中学生はどんなことを学ぶ
ことができると思いますか。５０字以内で書きましょう（句読点
を含みます）。
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①見出しの「堆肥」は何と読みますか。ひらがなで書きましょう。

（ たいひ ）

②記事の中学生が始めた取り組みでは、何を堆肥に再利用
しますか。

（ ）

③記事中、どのようにして「堆肥」ができるのかを説明している
ところに線を引きましょう。

④この取り組みでできた「堆肥」は何に利用する予定ですか。

（ 校内の花壇で使う（予定）。 ）

⑤記事のような取り組みを通して、中学生はどんなことを学ぶ
ことができると思いますか。５０字以内で書きましょう（句読点
を含みます）。

解答例

給食で生じた生ごみ／給食に出た果物の皮 など

（例）ごみの問題を身近に感じることができ、
自分たちに何ができるかを具体的に考える
機会となる。（４３字）

（例）身近なごみ問題への関心を高め、自分
たちができることから実践していこうとする姿
勢を学ぶことができる。（４９字） など


